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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 4,030 16.7 291 147.4 271 140.4 118 120.6

22年３月期第１四半期 3,454 △15.2 117 △23.8 112 △26.8 53 △28.7

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 10.92 ─

22年３月期第１四半期 5.11 5.01

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 8,024 2,935 35.2 260.46

22年３月期 7,031 2,824 38.7 250.96

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 2,822百万円 22年３月期 2,719百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ ─ ─ 1.50 1.50

23年３月期 ─

23年３月期(予想)  ─ ─ 1.50 1.50

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,750 2.5 348 15.3 332 8.4 155 8.8 14.30

通期 15,700 1.5 704 21.3 669 10.5 325 17.7 29.98



 
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  ： 有 

  （注）簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となりま  

    す。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有 

  ② ①以外の変更         ： 無 

  （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期 

    連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
   

   

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

※ 業績予想の適切な開示に関する説明、その他特記事項  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (            )、除外  ─社 (            ) 

 （注）当四半期連結会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となりま    

   す。

 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 10,838,000株 22年３月期 10,838,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 139株 22年３月期 139株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 10,837,861株 22年３月期１Ｑ 10,493,861株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とする輸出の増加等により、景気悪化
に底打ちの兆しが見られるものの、欧州諸国の財政危機に端を発する混乱が不安視されたことにより、円
高・株安の傾向が続いており、企業収益への影響も避けられない状況であり、依然として厳しい状況が続
いております。  
 このような経済環境の中、当社が営む移動体通信事業におきましては、国内の携帯電話契約件数が平成
22年６月末現在で１億１千３百万件を超えており、通信事業者各社における新機種の発表や新たな料金プ
ランの提供、コンテンツサービスの提供等により顧客獲得に向けた競争はますます激しくなっておりま
す。  
 子会社が営む人材派遣事業におきましては、有効求人倍率、完全失業率ともに厳しい状況が続いてお
り、東海地区の人材派遣市場も影響を受けております。 
 ビルメンテナンス事業におきましては、顧客企業からの値下げ要請による単価の見直しや同業他社との
価格競争がますます激しい状況となっております。  
 飲食店舗居抜き流通事業におきましては、景気悪化による外食産業が低迷する中においても、首都圏を
中心とする飲食店舗の出店需要は堅調に推移しております。  
 このような市場環境にあって、当社グループは既存顧客の確保と新規顧客の開拓に向けた営業活動の展
開を図ってまいりました。  
この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高4,030,872千円（前年同期比16.7％増）となり

ました。損益面におきましても営業利益291,718千円（前年同期比147.4％増）、経常利益271,591千円
（前年同期比140.4％増）、四半期純利益118,429千円（前年同期比120.6％増）と堅調に推移ました。  
事業区分別の概況は、次の通りであります。 
移動体通信事業におきましては、平成15年10月に総務省が公表した「周波数の再編方針」により、周波

数の再編後に利用できなくなる携帯端末を利用されているお客様への機種変更促進、スマートフォン、デ
ジタルフォトフレ－ムでの２台目需要の開拓等に注力してまいりました。また、顧客サービス向上の一環
として店舗の年中無休化を進めており、平成22年６月末現在において全39店舗のうち30店舗を年中無休店
としております。 
 こうした活動の結果、新規販売台数、機種変更台数ともに前年同期を上回っており、作業系手数料、回
線系手数料も堅調に推移したことから、増収増益となりました。  
 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は2,279,749千円（前年同期比16.3％増）、営業利益は
213,386千円（前年同期比155.0％増）となりました。 
人材派遣事業におきましては、一部に回復の兆しが見られたものの、依然として自動車産業をはじめと

した各産業に力強さが欠けております。こうした中、事業構造改善の取り組み、経費の圧縮に努め、前年
同期比で減収となったものの、利益面では黒字化を達成しました。 
 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は600,023千円（前年同期比25.6％減）、営業利益は
31,409千円（前年同期は営業損失451千円）となりました。   
 ビルメンテナンス事業では、新規顧客の獲得に注力した結果、大型案件の受注により売上高は増収とな
りましたが、既存顧客からの値下げ要請や同業者間の競争激化により減益となりました。 
 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は780,255千円（前年同期比8.8％増）、営業利益は
31,899千円（前年同期比26.4％減）となりました。   
 飲食店舗居抜き流通事業におきましては、平成21年７月に株式会社テンポリノベーションを子会社化し
ており、体制の整備とともにＷｅｂサイト（居抜き店舗.com、店舗買取り.com）を積極活用した出店・退
店希望者へのアプローチ、店舗物件開拓等の営業活動を展開した結果、堅調に推移いたしました。  
 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は398,905千円、営業利益は26,329千円となりました。 

   

① 財政状態の変動状況 
 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金の減少356,675千円等があったも
のの、現金及び預金の増加1,078,367千円や投資有価証券の増加99,274千円等があったことにより、前連
結会計年度末に比べ993,816千円増加し、8,024,982千円となりました。 
 負債につきましては、支払手形及び買掛金の支払いによる減少133,705千円や未払法人税等の減少
70,566千円等があったものの、短期借入金の増加550,000千円や長期借入金の増加235,920千円があったこ
とにより、前連結会計年度末に比べ882,239千円増加し、5,089,273千円となりました。 
 純資産は、利益剰余金の増加102,172千円、少数株主持分の増加8,523千円等により、前連結会計年度末
に比べ111,576千円増加し、2,935,709千円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況 
 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計
年度末に比べ1,078,367千円増加し、2,150,213千円となりました。 
当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りでありま

す。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は342,232千円（前年同期比47.1％増）となりました。これは主に仕入債
務の減少額133,705千円や法人税等の支払額156,002千円があったものの、税金等調整前四半期純利益
201,239千円や売上債権の減少額356,675千円があったことによるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は109,797千円（前年同期比51.5％増）となりました。これは主に投資有
価証券取得による支出99,910千円があったことによるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は845,932千円（前年同期は74,026千円の使用）となりました。これは短
期借入金の純増加額550,000千円や長期借入れによる収入400,000千円があったことによるものでありま
す。 

     

今後の見通しにつきましては、一部に景気の悪化に底打ちの兆しが見られるものの、円高・株安による
企業業績への影響、雇用情勢・所得環境の悪化による個人消費の低迷など依然景気の不透明感は続くと予
想されます。 
 このような経営環境に鑑み、平成23年３月期の通期業績予想は変更しておりませんが、今後変更が必要
となった場合には、速やかに公表いたします。 

   

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

     

①簡便な会計処理 

・固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

・繰延税金資産の回収可能性の判断 

 前連結会計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会

計年度末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 当第１四半期連結累計期間における税金費用については、当第１四半期連結累計期間を含む年度の

税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半

期純利益（累計期間）に当該見積実効税率を乗じて算出しております。なお、法人税等調整額につい

ては、法人税等に含めて表示しております。 

   

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号    

平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。これにより営業利益、経常利益が1,654 

千円減少し、税金等調整前四半期純利益が58,503千円減少しております。 

②「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」

の科目を表示しています。 

     

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,160,213 1,081,845

受取手形及び売掛金 1,143,684 1,500,360

商品 711,979 592,357

貯蔵品 3,187 3,238

繰延税金資産 133,361 133,361

その他 268,082 270,564

貸倒引当金 △2,969 △2,969

流動資産合計 4,417,539 3,578,757

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 731,893 718,629

土地 1,051,581 1,051,581

貸与資産（純額） 174,686 196,105

その他（純額） 67,041 71,776

有形固定資産合計 2,025,202 2,038,093

無形固定資産 86,188 87,575

投資その他の資産

投資有価証券 328,362 229,087

繰延税金資産 122,451 102,842

差入保証金 918,341 874,426

その他 126,896 120,382

投資その他の資産合計 1,496,051 1,326,739

固定資産合計 3,607,443 3,452,408

資産合計 8,024,982 7,031,166

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 772,605 906,311

短期借入金 750,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 403,119 326,880

未払金 557,080 590,847

未払法人税等 94,939 165,506

賞与引当金 222,249 191,248

繰延税金負債 3,127 3,127

その他 415,095 359,171

流動負債合計 3,218,218 2,743,092

固定負債

長期借入金 961,800 725,880

長期預り保証金 635,313 569,890

繰延税金負債 487 －

退職給付引当金 115,996 114,501

役員退職慰労引当金 13,600 15,035

資産除去債務 99,424 －

その他 44,433 38,635

固定負債合計 1,871,054 1,463,941

負債合計 5,089,273 4,207,034
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 255,157 255,157

資本剰余金 315,278 315,278

利益剰余金 2,176,328 2,074,156

自己株式 △44 △44

株主資本合計 2,746,720 2,644,547

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 76,119 75,350

評価・換算差額等合計 76,119 75,350

新株予約権 112 －

少数株主持分 112,756 104,233

純資産合計 2,935,709 2,824,132

負債純資産合計 8,024,982 7,031,166
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 3,454,846 4,030,872

売上原価 2,581,478 2,947,129

売上総利益 873,367 1,083,742

販売費及び一般管理費 755,448 792,024

営業利益 117,918 291,718

営業外収益

受取利息 94 85

受取配当金 553 2,746

受取保険料 1,560 －

受取手数料 946 －

違約金収入 － 3,926

その他 622 2,478

営業外収益合計 3,777 9,236

営業外費用

支払利息 5,440 4,862

支払手数料 － 15,961

ゴルフ会員権評価損 1,761 －

支払補償費 1,391 －

固定資産売却損 － 2,062

固定資産除却損 － 1,773

その他 148 4,701

営業外費用合計 8,742 29,362

経常利益 112,953 271,591

特別利益

移転補償金 3,317 －

特別利益合計 3,317 －

特別損失

固定資産除却損 8,886 －

固定資産臨時償却費 － 13,503

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 56,848

特別損失合計 8,886 70,352

税金等調整前四半期純利益 107,384 201,239

法人税等 51,328 73,501

少数株主損益調整前四半期純利益 － 127,737

少数株主利益 2,361 9,308

四半期純利益 53,695 118,429

㈱クロップス（9428）　平成23年３月期　第１四半期決算短信

7



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 107,384 201,239

減価償却費 23,650 43,450

固定資産臨時償却費 － 13,503

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 56,848

退職給付引当金の増減額（△は減少） 113 1,495

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,080 △1,435

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,174 31,000

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △31,040 －

受取利息及び受取配当金 △647 △2,831

支払利息 5,440 4,862

固定資産除却損 8,557 1,773

売上債権の増減額（△は増加） 398,738 356,675

たな卸資産の増減額（△は増加） 59,278 △119,571

仕入債務の増減額（△は減少） △175,490 △133,705

差入保証金の増減額（△は増加） － △41,362

その他 △114,473 88,581

小計 296,607 500,526

利息及び配当金の受取額 553 2,748

利息の支払額 △5,331 △5,315

法人税等の還付額 1,100 275

法人税等の支払額 △60,354 △156,002

営業活動によるキャッシュ・フロー 232,574 342,232

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △56,247 △4,605

無形固定資産の取得による支出 △693 △3,817

投資有価証券の取得による支出 △13,396 △99,910

差入保証金の差入による支出 △1,920 △2,703

差入保証金の回収による収入 1,342 150

その他 △1,535 1,090

投資活動によるキャッシュ・フロー △72,451 △109,797

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 550,000

長期借入れによる収入 200,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △109,284 △87,840

配当金の支払額 △14,742 △15,527

少数株主への配当金の支払額 － △700

財務活動によるキャッシュ・フロー △74,026 845,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,096 1,078,367

現金及び現金同等物の期首残高 1,991,822 1,071,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,077,918 2,150,213
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該当事項はありません。 

   

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
（注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

    ２ 各事業の主なサービス  

     (1)移動体通信事業・・・携帯端末の販売及び附帯サービス全般  

     (2)人材活用事業・・・・労働派遣法に基づく一般労働者派遣、特定労働者派遣、業務  

      請負、職業安定法に基づく有料職業紹介、ビルメンテナンス事業等  

  

【所在地別セグメント情報】 

   前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

     本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。 

   

【海外売上高】 

 前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

     海外売上高がないため、該当事項はありません。 

    

【セグメント情報】 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）および、「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

   

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

移動体通信事業
(千円)

人材活用事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

  売上高

   (1) 外部顧客に 
    対する売上高

1,960,054 1,494,791 3,454,846 ― 3,454,846

   (2) セグメント間の内部 
     売上高又は振替高

― 37,480 37,480 （37,480） ―

計 1,960,054 1,532,271 3,492,326 （37,480） 3,454,846

  営業利益 83,667 32,301 115,968 1,950 117,918
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  １．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

 当社グループは、携帯端末の販売及びその附帯サービス全般を提供する「移動体通信事業」、人材派

遣・業務請負等を提供する「人材派遣事業」、清掃・設備管理・施設警備等を提供する「ビルメンテナ

ンス事業」、飲食店舗の出店・閉店支援サービス等を提供する「飲食店舗居抜き流通事業」の４つを報

告セグメントとしております。 

  

  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

                                      （単位：千円） 

 
  （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、固定通信事業を 

     含んでおります。 

  

  ３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び 

   当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                      （単位：千円） 

 
   

該当事項はありません。 

   

その他の注記事項、個別情報、補足情報等は第１四半期決算短信における開示の必要性が大きくない

と考えられるため、開示を省略しております。 

  

報告セグメント
その他
（注）

合計移動体通信 
事業

人材派遣事
業

ビルメンテ
ナンス事業

飲食店舗居
抜き流通事

業
計

 売上高

  外部顧客への売上高 2,279,749 552,040 779,893 398,905 4,010,588 20,284 4,030,872

  セグメント間の内部
─ 47,983 362 ─ 48,345 ─ 48,345

  売上高又は振替高

計 2,279,749 600,023 780,255 398,905 4,058,933 20,284 4,079,217

 セグメント利益又は  
 損失（△）

213,386 31,220 31,673 26,266 302,547 △10,168 292,379

利   益 金   額

 報告セグメント計 302,547

 「その他」の区分の利益 △10,168

 セグメント間取引消去 1,950

 のれん償却額 △2,610

 四半期連結損益計算書の営業利益 291,718

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（開示の省略）
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